
第 32 号　　　2000 年 3 月
発行：萩ネットワーク協会
〒 758-8555　山口県萩市大字江向 510　萩市役所広報課内
ＴＥＬ 0838 − 25 − 3131　ＦＡＸ 0838 − 26 − 5458
萩市ホームページ　http://www.urban.ne.jp/home/hagicity/

（１）

春のイベント、明治維新館が萩市に・・・・・・・ Ｐ２
はぎ・なんでも日本一    ・・・・・・・・・・・・Ｐ３
品川弥二郎小伝　第 2 回   ・・・・・・・・・Ｐ４〜５
ズームアップ　松本矩典さん ・・・・・・・・・・Ｐ５
萩・健康維新の里・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ６
萩循環まぁーるバス、萩国際大学 ・・・・・・・・Ｐ７
吉田松陰生誕 170 年記念事業、桂太郎銅像  ・・・Ｐ８
リレーエッセイ橋　浦上敏朗さん、萩の足跡 ・・・Ｐ９

目　
　
次

　大照院裏手の面影山から眺めた完成間近の「萩市民病院」
　（右）と「萩・福祉複合施設かがやき」（左）です。この
２つの建物は２階の渡り廊下で繋がっています。このゾー
ン全体は「萩・健康維新の里」と命名され、萩広域の保健・
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今年も萩市はイベント盛り沢山 !!
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と　
き　
３
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
東
萩
駅
前
交
通
広
場

■
催
し
物
の
ご
案
内

▽
も
ち
ま
き
大
会

時　
間　
午
後
１
時
〜

※
大
人
の
部
と
子
供
の
部
が
あ
り
ま

す
。

▽
四
つ
手
網
有
料
体
験

と
こ
ろ　
松
本
川
（
萩
橋
の
下
）

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

料　
金　
１
５
０
０
円

※
参
加
者
に
は
、し
ろ
魚
１
袋
を
進
呈
。

▽
し
ろ
魚
グ
ル
メ
（
有
料
）

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　
容　
雑
炊
、
う
ど
ん
、
し
ろ
魚
弁

当
な
ど

萩・椿まつり

　まだまだ冷たい風は吹くものの、萩の風景は着
実に春を彩りはじめています。
　これからの萩ではイベント一色。今年も魅力的
な企画で皆さんをお待ちしています。

　
山
口
県
内
に
残
る
明
治
維
新
関
係
の

史
跡
を
整
備
、
調
査
す
る
「
維
新
史
回

廊
構
想
推
進
協
議
会
」（
毛
利
元
敬 

会

長
）
が
、
明
治
維
新
史
研
究
の
拠
点
と

な
る
明
治
維
新
記
念
館
（
仮
称
）
を
萩

市
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
１
月

31
日
知
事
に
対
し
て
提
言
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
念
館
の
候
補
地
に
は
、
萩
市

の
ほ
か
山
口
市
と
下
関
市
の
名
前
が
挙

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
を
受
け
、
県
で
は
記
念
館

の
展
示
物
や
運
営
方
法
な
ど
の
検
討
を

始
め
、
早
け
れ
ば
２
０
０
５
年
の
開
館

を
目
指
し
ま
す
。

　
明
治
維
新
胎
動
の
地
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
吉
田

松
陰
を
は
じ
め
、
師
の
意
志
を
受
け
継

い
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
高
杉
晋
作
、

伊
藤
博
文
、
木
戸
孝
允
、
山
県
有
朋
な

ど
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
萩
市

に
と
っ
て
、
明
治
維
新
記
念
館
の
整
備

は
大
変
意
義
深
く
大
い
に
歓
迎
さ
れ
る

こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。

　
萩
市
に
決
め
た
理
由
と
し
て
協
議
会

は
、
①
明
治
維
新
の
推
進
役
と
な
っ
た

吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
が
あ
る
②
明
治

維
新
に
ち
な
む
国
や
県
、
市
の
指
定
文

化
財
が
山
口
市
６
、
下
関
市
３
に
対
し

て
、
萩
市
は
25
と
多
く
、
学
術
研
究
拠

点
と
し
て
充
実
し
た
内
容
と
な
る
可
能

性
が
大
き
い
③
多
数
の
修
学
旅
行
生
が

訪
れ
る
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
野
村
興
兒
萩
市
長
は
「
建
設
用
地
の

提
供
な
ど
受
け
入
れ
の
用
意
は
あ
る
。

風
化
し
て
い
く
維
新
の
歴
史
保
存
の
責

任
を
果
た
し
て
い
く
の
が
役
目
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

■
施
設
の
内
容

（１）
主
要
施
設　
常
設
展
示
室
、
企
画
展

示
室
、Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、図
書
閲
覧
室
、

収
蔵
庫
、
研
究
室
、
講
堂

（２）
付
帯
施
設　
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
サ
ロ

ン
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ

「
明
治
維
新
記
念
館
」
が
萩
市
に

　

山
口
県
が
建
設
を
予
定
し
て
い
る
明
治
維
新
記
念
館
（
仮
称
）
が
、

萩
市
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

維新史回廊構想推進協議会

維
新
と
い
え
ば
や・
・
・
・

っ
ぱ
り
萩

と　
き　
３
月
20
日
（
祝
）
ま
で
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
笠
山
椿
群
生
林
（
越
ヶ
浜
）

■
催
し
物
の
ご
案
内

３
月
５
日
（
日
）

▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
「
燃
え
ろ
ロ

ボ
コ
ン
」（
午
前
11
時
〜
、午
後
２
時
〜
）

※
写
真
撮
影
会
も
あ
り
ま
す
。

３
月
12
日
（
日
）

▽
マ
ッ
ド
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ョ
ー
（
午

前
11
時
〜
、
午
後
１
時
〜
、
３
時
〜
）

※
風
船
な
ど
を
使
っ
た
大
道
芸
で
す
。

３
月
19
日
（
日
）

▽
抹
茶
席
（
一
服
３
０
０
円
）

▽
郷
土
芸
能
披
露
（
午
後
１
時
〜
）

３
月
20
日
（
祝
）

▽
抹
茶
席
（
一
服
３
０
０
円
）

▽
郷
土
芸
能
披
露
（
午
後
１
時
〜
）

期
間
中
の
毎
週
土
・
日
・
祝
日
に
実
施

さ
れ
る
催
し

▽
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
（
無
料
）

▽
特
産
品
販
売

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
（
随
時
）

区　
間　
明
神
池
上
〜
会
場

運
行
日
時　
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
お
ど
り
食
い
試
食
（
無
料
）

時　
間　
午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
１

時
30
分
〜

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

▽
し
ろ
魚
即
売

時　
間　
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

料　
金　
１
袋
１
０
０
０
円

▽
屋
台

時　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　
容　
軽
食
、
特
産
品
の
販
売

問
い
合
わ
せ　

（社）
萩
市
観
光
協
会

大自然の創り出した
椿の楽園

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）
へ

椿見どころ案内人



2000 年イベントカレンダー
５月 21 日（日）　浜崎おたから博物館
ところ　浜崎地区
６月４日（日）予定　おしくらごう
ところ　橋本川下流
６月 25 日（日）予定　萩・菊ヶ浜アイアンマンレース
ところ　菊ヶ浜海水浴場
７月下旬　萩クロマグロトーナメント
ところ　見島沖
７月 20 日（祝）予定　砂の芸術祭
ところ　菊ヶ浜海水浴場
７月下旬　ビーチバレーボール in 萩
ところ　菊ヶ浜海水浴場
８月１日（火）　萩・日本海大花火大会
ところ　菊ヶ浜海水浴場
８月１日（火）〜３日（木）　萩夏まつり
ところ　住吉神社、吉田町ほか
８月４日（金）〜 10 月 29 日（日）　SHOWIN ウオー
ク
ところ　萩市、長崎市、平戸市
８月 13 日（日）　萩・万灯会（迎え火）
ところ　大照院
８月 15 日（火）　萩・万灯会（送り火）
ところ　東光寺
８月中旬　HAGI 世界映画芸術祭
ところ　萩市民館ほか
10 月８日（日）　萩・魚まつり
ところ　山口県漁連萩地区卸売市場
11 月 11 日（土）〜 12 日（日）予定　萩時代まつり
ところ　萩市内各所
11 月 11 日（土）〜 12 日日）予定　萩国際友好物産フェ
ア
ところ　萩市民体育館

と　

き　

３
月
18
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

と
こ
ろ　

千
春
楽
味
楽
亭

（
堀
内
）

参
加
費　

前
売
券
＝
男

性
３
０
０
０
円
、
女
性

２
０
０
０
円　

当
日
券
＝

男
性
３
５
０
０
円
、
女
性

２
５
０
０
円

内　
容

○
利
き
酒
競
技
会

○
萩
の
酒
展
示

○
萩
の
酒
と
肴
を
楽
し
む
会

※
萩
の
地
酒
と
肴
（
瀬
付
き

ア
ジ
、
ア
マ
ダ
イ
、
し
ろ
魚

な
ど
）、
地
ビ
ー
ル
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８・２
５・０
９
９
９
）
へ

行楽シーズン到来 !!
萩
の
酒
ま
つ
り

牡
丹
・
つ
つ
じ
ま
つ
り

と　
き　
４
月
22
日（
土
）〜
23
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

内　
容　
▽
牡
丹
の
産
地
直
売
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

萩
焼
ま
つ
り

と　
き　
５
月
１
日（
月
）〜
５
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

内　
容　
▽
市
内
の
萩
焼
窯
元
、
販
売

店
に
よ
る
萩
焼
の
大
即
売
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

と　
き　
５
月
３
日（
祝
）〜
４
日（
祝
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

内　
容　
▽
萩
市
内
の
全
４
流
派
が
一

同
に
集
ま
っ
て
行
う
大
茶
会

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

萩
・
大
茶
会

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

と　
き　
５
月
14
日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

内　
容　
▽
萩
の
夏
み
か
ん
、加
工
品
、

グ
ッ
ズ
な
ど
の
販
売　
▽
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

HAGI・Anything is best in Japan

な
ん
で
も

ぎ

日
本
一
！

第
11
回　

松
下
村
塾
側
面
史
〜
萩
を
巣
立
っ
た
個
性
た
ち
〜

は
　

明
治
維
新
記
念
館
（
仮
称
）
の

建
設
が
、
萩
市
に
決
定
し
た
理
由

と
し
て
、
第
一
に
明
治
維
新
の
推

進
役
と
な
っ
た
吉
田
松
陰
の
「
松

下
村
塾
」
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
松
下
村
塾
」
を
巣
立
っ
た
萩
の
若

者
た
ち
が
、
維
新
の
原
動
力
と
な
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
著
名
な
人
物

は
さ
て
お
き
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
光

の
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
塾
生
を
３
名

紹
介
し
ま
す
。

■
飯い
い
だ
と
し
の
り

田
俊
徳

　

飯
田
俊
徳
は
、
幕
末
に
大
村
益

次
郎
に
学
ん
で
、
藩
命
で
オ
ラ
ン

ダ
へ
留
学
し
ま
し
た
。
鉄
道
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
た
彼
は
、
維
新

後
に
帰
国
し
て
、
同
じ
萩
出
身
の

鉄て
つ
ど
う
が
し
ら

道
頭
井
上
勝
と
と
も
に
、
全
国

各
地
の
鉄
道
建
設
に
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。

■
大お
お
が
だ
い
び

賀
大
眉

　

大
賀
大
眉
は
、
幕
末
に
前
小
畑

の
泉
流
山
窯
を
復
興
し
て
磁
器
を
焼
き

ま
し
た
。
そ
の
屋
敷
は
志
士
た
ち
の
集

会
所
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
維
新

後
は
大
阪
で
鎮ち
ん
だ
い台

（
陸
軍
）
出
入
り
の

御
用
商
人
に
な
り
ま
し
た
。

■
正ま
さ
き
た
い
ぞ
う

木
退
蔵

（３）

　
正
木
退
蔵
は
、
明
治
時
代
に
イ
ギ
リ

ス
に
渡
り
、
日
本
へ
の
お
雇
い
外
国
人

の
斡
旋
に
つ
と
め
ま
し
た
。
ス
チ
ー
ブ

ン
ソ
ン
「
吉
田
寅
次
郎
」
は
、
外
国
人

で
初
の
松
陰
に
つ
い
て
の
書
で
す
が
、

こ
の
情
報
を
提
供
し
た
の
が
退
蔵
で

す
。
帰
国
後
は
、
東
京
職
工
学
校
（
現

東
京
工
業
大
学
）
の
初
代
校
長
に
な
り

ま
し
た
。

　
同
じ
門
下
生
と
は
い
え
、
九
十
数
名

が
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
生
涯
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
優
れ
た
個
性
を

育
ん
だ
と
い
う
点
で
も
、
私
塾
・
松
下

村
塾
の
魅
力
は
つ
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
萩
市
郷
土
博
物
館
で
は
松
下

村
塾
生
38
名
の
略
歴
や
事
績
な
ど
を
ま

と
め
た
小
冊
子
「
吉
田
松
陰
と
松
下
村

塾
生
」（
２
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
郷
土
博
物
館

（
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）
へ



志士の時代　死を度外に置いて

（４）

情ある人　品川弥二郎小伝　第 2 回

志
士
と
し
て
活
躍
し
た
若
き

日
の
品
川
弥
二
郎
（
慶
応
年

間
の
撮
影
）

禁門の変で戦死した村塾生の久坂、寺島、入江、有吉の墓
（向かって左側の 4 基。京都・霊

りょうぜん
前墓地）品川、木戸の墓

もこの墓地にある　

　品川弥
や じ ろ う

二郎は 17 歳から 25 歳まで、すなわち師吉田松陰の刑死から明治維
新までの８年間、まさに志士だった。尊

そんのうじょうい
皇攘夷から倒幕へ。常に身を危険に

さらし、いつなりと死ぬ覚悟で国事に挺
ていしん

身した。そこには師松陰が身をもっ
て教えた死生観があった。維新の変革は薩長連合なしには成らなかった。そ
の舞台で活躍したのは坂本竜

りょうま
馬と西郷、木戸という大スターだけではない。

若い品川が “薩長同盟の連
れ ん さ

鎖” と称されたほどの役割をはたしたことは、案外
知られていない。弥二郎はこの頃、一番輝いていたかもしれない。

死
の
悟
り
が
開
け
ぬ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至し
ぐ愚
と
叱
ら
れ
る

い
く
た
び
も
死
線
を
越
え
て

薩
長
同
盟
の
連
鎖
と
な
る

　
そ
し
て
、
時
代
は
待
っ
た
な
し
で
転
変
激
動
の
革

命
期
に
入
っ
て
い
く
。
長
州
藩
は
常
に
主
役
の
一
翼

に
あ
り
、
そ
の
長
州
藩
の
中
核
に
は
松
下
村
塾
党
が

あ
り
、
そ
こ
に
は
い
つ
も
品
川
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）、
高
杉
晋
作
ら
11
人
が

外
国
公
使
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
時
も
、
一
番
若
く

20
歳
の
弥
二
郎
は
い
た
。
計
画
が
も
れ
藩
の
世せ
い
し子

毛

利
定
広
に
止
め
ら
れ
、
彼
ら
は
密
か
に
再
挙
を
期
し

攘
夷
実
行
の
組
織
を
結
成
す
る
が
、
命
を
か
け
る
盟

　

安
政
６
年
（
１
８
５
９
）、
獄
中
の
松
陰
は
、
数

え
17
歳
の
弥
二
郎
か
ら
「
私
に
は
死
を
決
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
」
と
訴
え
ら
れ
、「
死
の
悟
り
が
開

け
ぬ
と
は
愚
か
の
至
り
」
と
叱
り
つ
け
、
自
ら
が
苦

し
ん
で
到
達
し
て
い
た
死
生
観
を
披ひ
れ
き瀝
す
る
。　

　
「
人
間
僅わ
ず

か
50
年
、
人
生
70
古
来
希ま
れ

、
何
か
腹
の

い
え
る
様
な
事
を
遣や

っ
て
死
な
ね
ば
成
じ
ょ
う
ぶ
つ

仏
は
出
来
ぬ

ぞ
」
手
紙
は
こ
の
部
分
が
有
名
だ
が
、
後
に
品
川
自

身
が
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
は
「
道
義
に

お
い
て
死
し
た
る
は
、
決
し
て
死
し
た
る
に
非
ず
、

つ
づ
ま
る
と
こ
ろ
死
を
度
外
に
置
け
と
の
意
な
り
」

だ
っ
た
。

　
松
陰
自
身
が
こ
の
半
年
後
、
門
下
生
た
ち
へ
の
遺

書
「
留
り
ゅ
う
こ
ん魂

録
」
を
残
し
斬
首
さ
れ
る
。　

　
身
は
た
と
ひ
武
蔵
の
野
辺
に
朽
ち
ぬ
と
も　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
め
置
か
ま
し
大
和
魂　

　
「
留
魂
録
」
巻
頭
の
辞
世
は
、
門
生
に
己お
の

が
志
の

継
承
を
訴
え
た
も
の
だ
が
、
同
時
に
松
陰
が
生
涯
か

け
て
た
ど
り
つ
い
た
死
生
観
の
高
み
を
示
し
て
い

る
。

　
満
29
歳
２
か
月
の
青
年
だ
っ
た
師
は
弥
二
郎
た
ち

に
こ
の
上
な
い
手
本
と
目
標
を
示
し
て
逝い

っ
た
。　←

←

←

←

←

常じ
ょ
う
じ
ゅ
う住
死
を
賭と

し
て
い
た
か
、
粛
然
た
る
思
い
が
あ

る
。

　

村
塾
の
殉
難
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
元げ
ん
じ治

元
年

（
１
８
６
４
）
７
月
、
長
州
軍
が
京
都
に
出
兵
し
て
大

敗
し
た
禁
門
の
変
だ
。
久く
さ
か坂

、
入
江
、
寺
島
ら
６
人

が
戦
死
。
こ
の
時
、
品
川
も
久
坂
と
同
じ
隊
に
い
た
。

血
路
を
開
い
て
の
が
れ
え
た
の
は
僥
ぎ
ょ
う
こ
う
倖
だ
っ
た
ろ
う
。      

　
そ
の
京
の
薩
摩
藩
邸
に
、
弥
二
郎
が
木
戸
孝
允
に

従
っ
て
潜
入
し
た
の
は
慶
応
２
年（
１
８
６
６
）正
月
。

長
州
藩
諸
隊
の
代
表
の
一
人
と
し
て
薩
長
同
盟
締
結

の
現
場
に
同
席
す
る
た
め
だ
っ
た
。
時
に
品
川
24
歳
。

　
翌
月
、
木
戸
と
共
に
帰
藩
す
る
が
、
折
り
返
し
品

川
ひ
と
り
京け
い
ち地
探
索
の
命
を
う
け
て
上
京
し
、
薩
邸

に
潜
伏
す
る
。
任
務
は
重
か
っ
た
。
ま
ず
、
長
州
側

に
猜さ
い
ぎ疑

心
が
残
っ
て
い
た
薩
摩
と
の
同
盟
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
連
絡
の
役
。
あ
る
意
味
で
人
質

で
も
あ
る
。

　
次
に
情
報
の
収
集
と
報
告
。
当
時
、
政
治
の
中
心

地
に
な
っ
て
い
た
京
都
か
ら
、
長
州
人
は
す
べ
て
追

放
さ
れ
、
見
つ
か
れ
ば
切
ら
れ
た
。
三
っ
目
に
天
下

に
長
州
の
正
義
を
宣
伝
す
る
情
報
工
作
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
難
し
い
情
報
作
戦
・
大
諜ち
ょ
う
ほ
う

報
を
品
川
は
２
年

間
み
ご
と
に
や
り
抜
い
た
。
こ
の
た
め
京
都
と
藩は
ん
ち地

の
間
を
６
回
も
往
復
し
て
い
る
。
長
州
藩
維
新
史
の

正せ
い
し史

と
も
い
え
る
「
防
長
回
天
史
」
は
相
当
の
紙
面

を
さ
き
、
そ
の
大
胆
な
活
躍
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
薩
長
連
合
の
大
計
が
成
立
し
御ご
い
っ
し
ん

一
新
の
大
業
が

成
っ
た
の
に
は
、
一
人
薩
邸
に
残
っ
て
斡あ
っ
せ
ん旋
し
た
品

川
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
永
く
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」　

　
竹
馬
の
友
・
野
村
靖や
す
しの
こ
と
ば
で
あ
る
。　

　
こ
れ
ら
の
仕
事
は
区く
く々

た
る
才
知
で
か
な
う
こ
と

で
は
な
い
。
や
は
り
師
松
陰
が「
弥
二
は
人
物
を
も
っ

て
勝
る
」
と
見
抜
い
た
稀
に
み
る
人
柄
と
肝
っ
玉
が
、

高
杉
や
木
戸
、
西
郷
や
大
久
保
ら
多
く
の
先
輩
た
ち

に
信
頼
さ
れ
て
出
来
た
の
だ
ろ
う
。

　
命
懸
け
の
覚
悟
も
ひ
と
き
わ
強
か
っ
た
。
朝
廷
と

諸
侯
へ
の
陳
情
書
を
持
参
し
た
の
に
、
提
出
で
き
な

い
う
ち
国く
に
も
と元
で
第
２
次
幕
長
戦
争
が
始
ま
り
、
品
川

は
申
し
訳
の
た
め
死
の
う
と
す
る
。
こ
の
時
、
大
久

保
に
止
め
ら
れ
、
陳
情
書
も
や
が
て
薩
摩
藩
の
副そ
え
が
き書

を
も
っ
て
出
す
こ
と
が
で
き
、
彼
は
終
生
こ
れ
を
徳

と
し
た
。　

　
品
川
は
次
第
に
京
都
に
お
け
る
長
州
藩
代
表
と
し

て
重
き
を
な
し
て
ゆ
く
。
情
勢
も
押
し
詰
ま
っ
た
慶

応
３
年
10
月
８
日
、
５
度
目
の
上
京
を
し
、
薩
摩
の

小
松
、
西
郷
、
大
久
保
、
芸
州
の
辻
将
曹
ら
重
役
と

西
郷
・
大
久
保
ら
と
維
新
の
挙
兵
を
協
議



約
書
は
血
判
で
あ
る
。　

　
こ
の
11
人
の
う
ち
生
き
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ

とが
で
き
た
の
は
品
川
と
井
上
馨
、
山
尾
庸
三
の
３
人

に
す
ぎ
な
い
。
い
か
に
志
に
生
き
る
若
者
た
ち
が

（５）

京
都
潜
伏
中
の
品
川
が
し
ば
し
ば
報
告
書
簡
を

送
っ
た
木
戸
孝
允
（「
松
菊
木
戸
公
伝
」
よ
り
）

←

　
日
本
ビ
ク
タ
ー
へ
入
社
し
た
昭
和
44

年
頃
の
音
楽
界
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｂ

Ｓ
が
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
と
の
長
年
に
わ

た
る
契
約
を
解
除
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー

が
誕
生
し
た
。そ
ん
な
経
済
の
変
動
期
、

日
本
ビ
ク
タ
ー
も
同
じ
よ
う
に
、
契
約

関
係
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
Ｒ
Ｃ
Ａ
が
日

本
ビ
ク
タ
ー
か
ら
離
れ
る
の
で
は
と
い

う
危
機
感
を
募
ら
せ
て
お
り
、
そ
こ
で

入
社
早
々
に
、「
Ｒ
Ｃ
Ａ
か
ら
音
源
を

も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
ビ
ク
タ
ー

独
自
の
洋
楽
を
作
れ
」
と
命
じ
ら
れ
、

私
の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
人
生
」
が
始
ま
っ

た
。

　
そ
の
当
時
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
の

中
心
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
あ
る
。

し
か
し
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
な
ど
の
名
だ

た
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
す
で
に
夫
々
に

契
約
が
あ
り
、
そ
う
こ
う
思
案
し
て
た

ど
り
着
い
た
結
論
が
、
世
界
で
最
も
古

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
言
わ
れ
て
い
る
、

当
時
東
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
で
あ
っ

た
。
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
共
産
圏
で

あ
る
た
め
、
西
側
と
の
契
約
は
比
較

的
自
由
で
実
現
の
可
能
性
を
も
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、

そ
の
翌
年
、
日
本
に
演
奏
旅
行
に
来
る

と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
、
こ
の
機
を
の

が
し
て
は
と
各
方
面
を
駆
け
ず
り
回

り
、
や
っ
と
の
思
い
で
こ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
の
録
音
を
実
現
し
、
２
年

か
け
て
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
全

集
」が
完
成
し
た
。日
本
に
お
け
る
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
魁
で
も
あ
っ
た
。

　
退
職
後
不
思
議
な
ご
縁
で
本
を
出
す

仕
儀
と
な
り
、
世
界
中
の
名
オ
ペ
ラ

百
七
十
一
曲
を
解
説
し
た
「
オ
ペ
ラ
名

作
名
演
全
集
」（
講
談
社
＋
α
文
庫
）

を
出
版
し
た
。
こ
れ
が
起
縁
と
な
っ

て
、
並
行
し
て
や
っ
て
い
た
音
楽
評
論

も
「
オ
ペ
ラ
」
を
中
心
に
す
す
め
て
い

る
昨
今
で
あ
る
。

　
萩
と
い
え
ば
川
と
海
で
あ
る
。
中
学

高
校
時
代
は
、
夏
友
達
と
誘
い
あ
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
阿
武
川
に
架
か
る
鉄
橋

の
下
で
泳
い
だ
り
、
た
ま
に
は
倉
江
の

浜
ま
で
遠
征
し
て
、
そ
の
頃
は
た
く
さ

ん
い
た
サ
ザ
エ
を
採
り
に
も
行
っ
た
。

　ズーム
　 アップ  
　

今
回
は
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
時
代
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
録
音
制
作
・

編
成
に
携
わ
っ
て
、
数
々
の
作
品
を
残
さ
れ
、
ま
た
現
在
は
オ
ペ
ラ

を
中
心
に
評
論
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
、
松
本
矩
典
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 音

楽
評
論
家

松

本

矩の
り　
典つ

ね

氏

　
ま
た
大
学
の
頃
、
萩
へ
帰
る
の
に
霧

口
あ
た
り
で
車
窓
か
ら
六
本
松
、
指
月

山
が
見
え
る
と
本
当
に
萩
に
帰
っ
て
来

た
と
い
う
強
い
印
象
な
ど
、
今
で
も
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

協
議
、
い
よ
い
よ
維
新
の
挙
兵
を
決
定
し
た
。
５
日

後
、
薩
長
に
下く
だ
っ
た
討
幕
の
密
み
っ
ち
ょ
く
勅
を
受
け
た
の
も
長

州
藩
は
品
川
ら
３
人
だ
っ
た
。　
　
　
（
つ
づ
く
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
史
家　
北
村　
知
紀

（
萩
高
２
期
卒
）

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

　
東
京
の
山
口
県
関
係
者
が
集
う
「
防

長
倶
楽
部
」
を
、
山
口
県
人
会
と
呼
ば

な
い
の
は
吉
田
松
陰
、
明
治
維
新
や
毛

利
36
万
石
な
ど
郷
里
に
対
す
る
誇
り
を

皆
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
今
や
ダ
メ
。

た
ま
に
萩
に
帰
っ
て
青
春
時
代
に
よ
く

通
っ
た
田
町
に
行
く
と
昔
の
賑
わ
い
が

な
く
、
将
来
ど
う
な
る
の
か
心
配
に
な

る
。
萩
の
活
性
化
を
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
口
幅
っ
た
い
言
い
方
だ
が
、
私
が

属
し
て
い
る
文
化
の
世
界
か
ら
一
言
申

し
上
げ
る
と
、
今
や
ハ
ー
ド
の
時
代
は

終
わ
り
ソ
フ
ト
の
時
代
が
来
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
知

恵
を
絞
っ
て
『
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
何
で

萩
で
』
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し

な
け
れ
ば
人
も
集
ま
ら
な
い
。
例
え
ば

ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

萩
へ
の
ひ
と
こ
と

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ィ
ル
の
指
揮

者
を
萩
に
呼
ん
で
「
第
九
」
を
演
奏
す

る
と
か
・
・
・
・
え
！
。

　
わ
が
先
達
の
明
治
維
新
は
発
想
の
転

換
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
１
９
３
１
年
萩
市
生
ま
れ
。
山
口
大

学
経
済
学
部
卒
業
。
日
本
ビ
ク
タ
ー
入

社
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
録
音
企

画
制
作
・
編
成
に
携
わ
る
。

　
録
音
制
作
作
品
に
「
日
本
の
管
弦
楽

作
品 Tokyo 1914

〜42

」（
芸

術
祭
大
賞
）
ほ
か
の
受
賞
作
や
、「
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
交
響
曲
全
集
（
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ブ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽

団
）
な
ど
多
数
あ
る
。
長
く
東
京
音
楽

大
学
特
別
講
座
講
師
を
努
め
、
現
在
は

音
楽
評
論
家
と
し
て
活
躍
中
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

オペラ名作名演全集
（講談社＋α文庫）



　
萩・福
祉
複
合
施
設「
か
が
や
き
」は
、

在
宅
介
護
支
援
機
能
と
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
の
機
能
を
併

せ
持
つ
、
21
世
紀
の
超
高
齢
社
会
に
対

応
し
た
県
内
初
の
複
合
施
設
で
す
。

（６）

　
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
萩
・

健
康
維
新
の
里
」
の
医
療
部
門
を
担
う

「
萩
市
民
病
院
」
は
、
県
内
初
の
電
子

カ
ル
テ
方
式
の
導
入
を
は
じ
め
、
最
新

鋭
の
設
備
、
機
器
を
備
え
、
萩
阿
武
地

区
の
救
急
医
療
に
も
対
応
し
ま
す
。

　
同
病
院
は
、
３
階
建
て
延
べ
床
面
積

約
８
３
０
０
㎡
。
病
床
数
１
０
５
床
、

診
療
科
目
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科

が
あ
り
、
職
員
は
78
名
、
う
ち
医
師
11

名
、
看
護
婦
（
士
）
48
名
。

　
電
子
カ
ル
テ
方
式
は
、
各
診
療
室
な

ど
に
計
76
台
の
端
末
機
を
置
き
、
医
師

が
診
察
し
な
が
ら
所
見
や
依
頼
内
容
を

入
力
し
、
指
示
を
出
す
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
各
部
署
に
届
く
仕
組
み
で

す
。
山
口
大
学
医
学
部
付
属
病
院
や
見

島
診
療
所
と
も
放
射
線
画
像
を
送
受
信

す
る
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
病
診
・
病
院
相

互
の
連
携
が
実
現
す
る
予
定
で
す
。

　
病
室
は
、
個
室
と
４
床
室
の
２
通
り

萩
市
民
病
院

が
あ
り
、
１
床
あ
た
り
８
㎡
以
上
と
広

く
、
内
装
は
木
調
を
重
視
し
た
暖
か
み

あ
る
室
内
で
、
各
病
室
に
は
ト
イ
レ
、

個
室
に
は
シ
ャ
ワ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
同
病
院
は
、
同
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る

萩・福
祉
複
合
施
設
「
か
が
や
き
」
と
、

２
階
の
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
お
り
、

医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
の
相
互
協
力

が
で
き
ま
す
。

◆
か
が
や
き
１
階
【
在
宅
介
護
支
援
機

能
】

◯
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◯
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
定
員
20
名
）

◯
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
定
員
23

名
）

◯
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

◯
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◯
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◯
給
食
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
昼・

夕
各
１
０
０
食
）

◆
か
が
や
き
２
階
【
老
人
保
健
施
設
】

◯
一
般
（
定
員
80
名
、う
ち
痴
呆
20
名
）

◆
か
が
や
き
３
階
【
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
】

◯
一
般
（
定
員
50
名
、う
ち
痴
呆
20
名
）

◯
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
定
員
20
名
）

　
同
施
設
の
特
色
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
生

き
が
い
づ
く
り
と
し
て
園
芸
療
法
を
取

り
入
れ
る
こ
と
、デ
イ
ケ
ア・デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
を
導
入

し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
食
事

を
提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
イ

ス
に
座
っ
た
ま
ま
入
浴
が
出
来
る
特
別

浴
室
、
理
美
容
室
が
あ
り
、
利
用
者
が

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

　

萩
・
福
祉
複
合
施
設
「
か
が
や
き
」

で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
最
後
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

萩
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
中
核
拠
点

　

昨
年
４
月
か
ら
萩
市
の
新
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
中
核
拠
点
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
萩
・
健
康
維
新
の
里
の
オ
ー
プ
ン
が
、
い
よ
い
よ

あ
と
１
か
月
と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
予
防
の
観
点
か

ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
新
し
い
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き

■
萩
市
民
病
院
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

萩
市
立
病
院
建
設
準
備
室

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

■
施
設
の
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き

（
０
８
３
８・２
４・４
７
１
７
）
へ

萩
・
健
康
維
新
の
里　

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

暖かみのある病室

萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院萩市民病院

萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」萩・福祉複合施設「かがやき」



　平成12年度の萩国際大学の学生募集は、国際情報学部国際学科140名、経営情報学科160名で、合計300名です。試験会場は、
萩国際大学です。

（７）

平成 12 年度　萩国際大学　学生募集

平成 12 年度入試区分・入試日程

入試区分

推薦入学試験 自己推薦Ｃ

一般入学試験 Ｃ日程

面接及び
書類選考

英語、小論文の
中から１科目選
択及び書類選考

選抜方法

３／６〜３／ 27

３／６〜３／
24

随時

３／
27

随時

３／ 28

出願期間 試験日 合否発表

　

萩
国
際
大
学
の
留
学

生
ら
に
対
す
る
奨
学
援

助
や
地
域
と
大
学
と
の

交
流
を
目
的
に
「
公
益

信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市

民
基
金
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
昨

年
秋
か
ら
萩
商
工
会

議
所
が
中
心
と
な
り

募
っ
た
寄
付
金
等
の

１
０
０
０
万
円
を
当
初

資
金
と
し
て
、
萩
市
が

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

〒
７
５
８
ー
８
５
８
５

萩
市
椿
東
浦
田
５
０
０
０

萩
国
際
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８・
２
４・
４
０
０
０
）

へ【ホームページアドレス】　http://www.hagi.ac.jp/

山
口
銀
行
に
基
金
の
管
理
・
運
営
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
会
は
、
市

民
団
体
の
代
表
ら
６
人
で
構
成
さ
れ
、

基
金
運
営
等
の
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
基
金
の
事
業
計
画
で
は
、
市
内
在
住

の
留
学
生
に
対
し
て
学
年
当
た
り
１
名

に
年
額
12
万
円
を
給
付
。
生
活
支
援
金

と
し
て
、
学
年
当
た
り
50
名
を
限
度
に

１
名
に
つ
き
年
額
１
万
５
３
０
０
円
を

給
付
。
ま
た
、
留
学
生
と
交
流
を
行
う

市
民
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
10
万
円
を

限
度
に
助
成
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

公益信託
はぎ大学支援市民基金

発足　

　
観
光
客
や
市
民
の
新
し
い
交
通
手
段

と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
萩
循
環
ま
ぁ
ー

る
バ
ス
」
が
、
４
月
１
日
か
ら
い
よ
い

よ
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
運
転
手
に
は
、
女
性
１
名
を
含
む
計

８
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
バ
ス
の
特
色

　
こ
の
バ
ス
は
、
高
齢
者
や
身
障
者
に

配
慮
し
た
低
床
小
型
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
で
、市
内
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
く
ま
な
く
回
り
、
中

国
地
方
で
初
め
て
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街

に
も
乗
り
入
れ
ま
す
。

■
コ
ー
ス

　
東
回
り
コ
ー
ス
「
松
陰
先
生
」
は
約

16
㎞
の
行
程
で
、
熊
谷
美
術
館
、
東
萩

駅
、
松
陰
神
社
な
ど
44
か
所
に
停
車
。

西
回
り
コ
ー
ス
「
晋
作
く
ん
」
は
、
約

10
㎞
の
行
程
で
、
西
田
町
、
萩
城
城
下

町
、
萩
城
跡
な
ど
28
か
所
に
停
車
し
ま

す
。

　
利
用
者
が
多
い
と
見
込
ま
れ
る
バ
ス

セ
ン
タ
ー
や
市
民
病
院
、
萩
美
術
館
な

ど
に
は
、両
コ
ー
ス
と
も
停
車
し
ま
す
。

■
料
金

　
運
賃
は
、
一
律
１
０
０
円
と
利
用
し

や
す
い
価
格
で
す
。
ま
た
、
１
０
０
０

円
か
ら
３
０
０
０
円
の
バ
ス
カ
ー
ド
や

観
光
客
向
け
の
１
日
乗
車
券
、
ツ
ー
デ

イ
カ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

「
萩
循
環

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」

４
月
１
日

運
行
開
始
！

■
寄
付
の
ご
協
力
の
お
願
い

　
基
金
の
事
業
は
、
元
本
を
取
り
崩

し
な
が
ら
、
寄
付
金
、
運
用
収
益
を

資
金
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。今
後
も
、

基
金
に
よ
る
支
援
を
継
続
し
て
行
う

た
め
、
広
く
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
商
工
会
議

所
（
０
８
３
８・
２
５・
３
３
３
３
）

ま

た

は

萩

市

企

画

課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

萩城跡 

萩看護学校 

常盤橋 

萩城下町 

楽々園 

熊谷美術館 

田町商店街 

バスセンター 
サンライフ萩 

萩美術館 
浦上記念館 

（指月公園） 

橋本橋 
自動車学校 

菊ヶ浜海水浴場
 

市
役
所 

雁島
橋 

萩商港 

萩城跡 

萩看護学校 

常盤橋 

萩城下町 

楽々園 

熊谷美術館 

田町商店街 

バスセンター 
サンライフ萩 

松陰大橋 

松陰神社 

松陰大橋 

萩美術館 
浦上記念館 

（指月公園） 

橋本橋 
自動車学校 

松陰神社 

健康維新の里 健康維新の里 
（市民病院） （市民病院） 

菊ヶ浜海水浴場
 

保健センター 保健センター 

市
役
所 

玉江駅 

萩駅 

東
萩
駅 

越ヶ
浜駅
 

雁島
橋 

萩商港 

東回りコース
西回りコース



（８）

吉田松陰生誕 170 年記念「ＳＨＯＷＩＮウオーク」

　
吉
田
松
陰
は
、
１
８
５
０
年
（
嘉
永

３
年
）
の
８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
九

州
を
遊
学
し
、
諸
外
国
の
事
情
を
知
る

な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
旅
が
、
そ
の
後
の
松
陰
の
生
き
方
を

決
定
づ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
ウ
オ
ー
ク
で
は
、
長

崎
・
平
戸
遊
学
の
行
程
の
う
ち
、
約

４
０
０
㎞
を
歩
き
、
松
陰
の
思
想
を
改

め
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
明
治
維
新
胎
動

の
地
・
萩
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
ク
は
次
の
４
段
階
に
分
け
て

行
わ
れ
ま
す
。

■
第
１
ス
テ
ー
ジ
（
長
崎
街
道
・
松
陰

の
道
踏
破
）

と　
き　
８
月
４
日（
金
）〜
12
日（
土
）

コ
ー
ス　
萩
市
〜
長
崎
市

■
第
２
ス
テ
ー
ジ
（
オ
ラ
ン
ダ
街
道
・ＳＨＯＷＩＮウォーク　コース図

　明治維新の先覚者、吉田松陰の生誕 170 年を記念
して、松陰が初めて遊学した長崎県平戸市までの足跡
を辿る「ＳＨＯＷＩＮウオーク」が行われます。

萩市

平戸市

桂
太
郎　

萩
市
に
帰
郷

　

萩
市
出
身
の
元
総
理
大
臣
・
桂
太

郎
の
銅
像
が
、
川
島
に
あ
る
桂
太

郎
旧
宅
に
設
置
さ
れ
、
２
月
27
日
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桂
太
郎
公
銅
像
は
、
拓
殖
大
学
（
東

京
都
）
が
今
年
、
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
大
学
の
創
設

者
で
あ
る
桂
太
郎
ゆ
か
り
の
地
、
萩
市

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
銅
像
は
、
現
在
拓
殖
大

学
に
あ
る
銅
像
の
複
製
（
高
さ
２
ｍ
）

で
、
原
像
は
彫
刻
家
の
武
石
弘
三
郎
氏

が
制
作
。
明
治
天
皇
か
ら
の
恩
賜
金
の

通
知
を
読
み
上
げ
て
い
る
姿
を
表
し
て

い
ま
す
。

　
除
幕
式
に
は
、
野
村
興
兒
萩
市
長
や

桂 

太
郎
（
川
島
）

伊藤博文（椎原）山県有朋（江向）田中義一（堀内）

松
陰
の
道
踏
破
）

と　
き　
10
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
）

コ
ー
ス　
平
戸
市
〜
長
崎
市

■
第
３
ス
テ
ー
ジ
（
松
陰
の
道
・
リ
レ
ー

講
演
会
）

と　
き　
10
月
23
日（
月
）〜
28
日（
土
）

開
催
地　
長
崎
市
、佐
賀
市
、福
岡
市
、

萩
市

■
第
４
ス
テ
ー
ジ
（
萩
往
還
・
松
陰
の

道
踏
破
）

と　
き　
10
月
29
日
（
日
）

コ
ー
ス　
山
口
市
〜
萩
市

問
い
合
わ
せ　
萩
市
企
画
課
内
実
行
委

員
会
（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）

〜どなたでも参加できます〜

萩
出
身
の
４
人
の
総
理
大
臣
が
勢
揃
い
！

小
田
村
四
郎
拓
殖
大

学
総
長
、
作
家
の
古
川

薫
氏
も
出
席
し
、
銅
像

の
設
置
を
祝
い
ま
し

た
。

　
桂
太
郎
は
、

１
８
４
７
年
、
萩
藩
士

の
家
に
生
ま
れ
、
幕

末
の
倒
幕
運
動
に
参

加
。
維
新
後
は
陸
軍
大

臣
を
経
て
３
回
に
わ

た
っ
て
内
閣
総
理
大

臣
を
務
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
銅
像
の
建
立

に
よ
り
、
萩
市
出
身
の

４
人
の
総
理
大
臣
（
伊
藤
博
文
、
山
県

有
朋
、
桂
太
郎
、
田
中
義
一
）
の
像
が

市
内
に
揃
い
ま
し
た
。

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
１
９
０
０
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
山
県
、
伊
藤
、

桂
の
３
人
が
連
続
し
て
総
理
大
臣
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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椿東小学校の運動会（明治末期〜大正初期）

　
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）、
松
下
村
塾
の
お
膝
元
・
松
本
村

の
名
を
と
っ
て
松
本
小
の
名
で
開
校
、
同
７
年
に
椿
東
小
と

な
る
。

　
５
年
後
、
校
舎
新
築
の
落
成
式
に
た
ま
た
ま
帰
省
中
の
品

川
弥
二
郎
が
出
席
。
地
元
出
身
の
品
川
は
師
吉
田
松
陰
の「
松

下
村
塾
記
」
を
引
き
祝
辞
を
の
べ
た
。
初
代
校
長
の
信の
ぶ
く
に国
顕

治
は
明
治
に
な
っ
て
の
松
下
村
塾
生
だ
っ
た
が
、
校
長
を
37

年
間
勤
め
た
。

　
写
真
右
手
前
の
旗
に
、
椿
東
運
動
会
の
文
字
。
校
舎
は
昔

な
が
ら
の
建
物
だ
が
、
す
で
に
万
国
旗
が
は
た
め
い
て
い
る
。

椿
東
小
学
校

◯このコーナーでは、大正、昭和初期の萩の風景を撮影した写真を募集しています。（連絡先　萩市広報課　☎ 0838-25-3131）
◯このコーナーで紹介された写真は、萩市ホームページ（http://www.urban.ne.jp/home/hagicity/）でも紹介しています。

浦
上
敏
朗
さ
ん
（
74
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
日
曜
美
術
館
」
の

撮
影
を
終
了
し
て

　
昨
年
10
月
、
山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
は
満
３
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
地
方
の
美
術
館
と
し
て
は
入
館
者

の
数
も
展
覧
会
の
質
も
共
に
抜
群
の
出

来
栄
え
と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
郷
土
の
皆
様
の
絶
大
な
ご

声
援
の
賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
去
る
１
月
30
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育

テ
レ
ビ
で
一
番
視
聴
率
が
高
い
と
言
わ

れ
る
「
新
日
曜
美
術
館
」
で
「
美
術

館
へ
の
旅　

ひ
と
め
ぐ
り
・
浮
世
絵

２
０
０
年
〜
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦

上
記
念
館
〜
」
と
題
し
て
40
分
間
放
映

さ
れ
ま
し
た
。

　

案
内
役
と
し
て
歌
人
・
俵
万
智
さ

ん
、
説
明
役
と
し
て
編
集
工
学
研
究
所

所
長
・
松
岡
正
剛
氏
を
迎
え
、
武
家
屋

敷
や
商
家
の
白
壁
、
指
月
城
趾
等
、
今

も
江
戸
時
代
の
町
並
み
を
残
し
て
い
る

萩
市
と
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
世
界
的

芸
術
・
浮
世
絵
を
大
量
収
蔵
す
る
浦
上

記
念
館
訪
問
と
い
う
設
定
で
し
た
。

　
こ
ち
ら
か
ら
依
頼
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
全
国
の
何
千
と
い
う
多
く
の
美
術

館
の
中
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
特
に
当
館
を
指

定
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た

し
、俵
万
智
さ
ん
が
豪
語
す
る
よ
う
に
、

こ
の
番
組
は
朝
と
夜
２
回
放
映
さ
れ
る

の
で
、
一
千
万
人
以
上
の
方
が
見
て
い

る
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
わ

が
故
郷
「
萩
」
を
全
国
的
に
宣
伝
出
来

る
ま
た
と
な
い
機
会
、
と
大
変
喜
ん
だ

次
第
で
す
。

　
事
実
、
１
月
30
日
朝
の
放
映
が
終
わ

る
や
否
や
、
終
日
電
話
は
鳴
り
っ
ぱ
な

し
で
こ
れ
が
数
日
間
続
き
、
感
想
の
書

簡
も
百
通
を
越
え
、
殆
ん
ど
が
「
萩
は

大
変
良
い
所
の
よ
う
だ
か
ら
一
度
必
ず

訪
れ
た
い
」
と
い
う
内
容
で
、
そ
の
反

響
の
大
き
さ
は
、
さ
す
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全

国
放
送
の
威
力
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
萩
の
町
の
様
子
、
浮
世
絵

作
品
の
撮
影
等
に
３
日
間
、
そ
し
て
２

人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
２
日
間
と
多
く

の
撮
影
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
40
分
に

ま
と
め
る
と
な
る
と
随
分
と
カ
ッ
ト
が

あ
っ
た
の
も
仕
方
な
い
こ
と
で
す
が
、

唯
、
当
館
の
２
本
柱
で
あ
る
浮
世
絵
と

東
洋
陶
磁
を
浮
世
絵
１
本
に
し
ぼ
っ
た

た
め
、
東
洋
陶
磁
の
紹
介
が
撮
影
し

た
け
ど
全
く
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。

　
ま
た
、
撮
影
の
合
間
の
僅
か
な
時
間

を
縫
っ
て
二
人
を
案
内
し
て
萩
焼
の
窯

元
を
訪
れ
、
松
岡
氏
の
尊
敬
す
る
松
陰

神
社
に
も
参
拝
出
来
た
の
は
大
変
有
意

義
で
し
た
。

　
当
館
で
は
平
成
12
年
度
も
主
な
企
画

展
を
６
回
、
平
常
展
で
は
月
毎
に
浮
世

絵
の
テ
ー
マ
を
か
え
て
12
回
、
東
洋
古

陶
磁
は
３
か
月
毎
に
展
示
替
え
を
し
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

名
誉
館
長

　
次
回
は
、
浦
上
敏
朗
さ
ん
の
ご
紹
介

で
、
日
本
画
家
の
内
田
青
虹
さ
ん
の
投

稿
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
日
曜
美
術
館
」
撮
影
で
の
１

コ
マ
、総
山
桜
貼
り
の
特
別
展
示
室
で
（
俵

万
智
さ
ん
▽
右
、
松
岡
正
剛
さ
ん
▽
中
央
、

浦
上
敏
朗
さ
ん
▽
左
）
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愛称は「萩しーまーと」
２
０
０
１
年
４
月
、
萩

（
中
小
畑
）
漁
港
の
埋

立
地
の
一
角
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
、
水
産
物

を
中
心
と
す
る
販
売

施
設
の
愛
称
が
、
公
募

に
よ
り
「
萩
し
ー
ま
ー

と
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
愛
称
は
、
地
元

に
定
着
し
、
多
く
の
観

光
客
等
に
利
用
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
よ
う
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。「
し
ー
ま
ー
と
」
は
、

海
の
市
場
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
は
、
組
合
員
を

中
心
と
し
た
約
20
店
舗
で
地
場
の
鮮
魚

を
は
じ
め
、
水
産
加
工
品
、
青
果
、
肉

類
、生
花
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
や
外
食
店
が
設
け
ら

れ
る
と
と
も
に
、電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
注
や
、
萩

か
ら
全
国
に
向
け
た
物
流
・
情
報
発
信

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
萩
地
域
の
漁
業
、
地
場
産
業
の
振
興

に
加
え
、
新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同

組
合
事
務
局
（
２
４・４
９
３
７
）
へ

「萩しーまーと」
ロゴマーク

雪
化
粧
し
た
萩
市
の
姿
・
・
・

　
１
月
27
日
、
萩
市
で
は
13
㎝
の
積
雪
を
記
録
し
、
市
内
各
所
で
い
つ
も
と

は
違
っ
た
風
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山指月山

大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院大照院

見島出身　ＫＯＸＩさん
　新曲「ＥＡＲＴＨ」発売

　萩市見島出身の歌手、ＫＯ
ＸＩ（コーシ）さんが、１月
25 日新曲「ＥＡＲＴＨ」を発
売しました。
　「ＥＡＲＴＨ」には、「アー
ス」「アフリカ」「ポストマン」
など４曲が入っています。

　ＫＯＸＩさんは、高校卒業後ロック歌手を目指して
上京し、東京ミュージックフェスティバルベストボー
カリスト賞を受賞。98 年にシングル「Ｂｌｕｅ　Ｓ
ｏｕｌ」でデビュー、ファーストアルバム「Ｊｏｙ」
をリリースしました。
　最近、芸名を本名の中村光志から「ＫＯＸＩ」に改め、
再スタートをきったＫＯＸＩさんの歌を、皆さんも聴
いてみては？

（Ｗａｔｅｒ　Ｍｏｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ　1200 円）

〜水産物を中心とする販売施設〜

　
笠
山
に
自
生
す
る
ツ
バ
キ
の
商
品
化

に
取
り
組
ん
で
い
る「
萩
ツ
バ
キ
協
会
」

（
田
坂
利
人
会
長
）
が
、
ツ
バ
キ
油
の

搾
油
を
行
い
、
萩
ガ
ラ
ス
の
瓶
と
セ
ッ

ト
に
し
て
、
萩
・
椿
ま
つ
り
の
会
場
で

限
定
販
売
し
ま
し
た
。

　

笠
山
の
椿
群
生
林
に
は
、
約

２
万
５
０
０
０
本
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
自

生
し
て
い
ま
す
が
、
ツ
バ
キ
の
実
は
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
毎
年

10
ｔ
も
の
油
が
埋
も
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
９
月
に
萩
ツ
バ
キ
協

会
の
会
員
が
試
験
的
に
実
を
収
穫
し
、

こ
の
度
搾
油
機
で
約
50
㎏
の
実
か
ら
約

６
ℓ
の
油
を
取
り
出
し
ま
し
た
。

　
ツ
バ
キ
油
は
、医
薬
品
、健
康
食
品
、

化
粧
品
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
お

り
、同
協
会
で
は
今
後
、ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
や
種
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
天

ぷ
ら
油
な
ど
へ
の
活
用
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。

新
特
産
品
が
誕
生 

！？

笠
山
産
ツ
バ
キ
油

萩ガラスの瓶に入れたツバキ
油試作品

　２月 19 日から笠山椿群生林で「萩・
椿まつり」が開催されています。
　青木周弼旧宅では、江戸時代からの
お雛さまを集めた「萩の古き雛たち」
が展示されています。
　春はすぐそこまで来ています。

萩・椿まつり（３月 20 日まで）萩の古き雛たち（４月３日まで）

〜春の足音〜

♪

♬
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明
治
４
年
創
業
の
水
産
物
加
工
品

メ
ー
カ
ー
で
、「
し
そ
わ
か
め
」
で
有

名
な
井
上
商
店
が
、
韓
国
で
人
気
の
し

じ
み
ス
ー
プ
を
日
本
流
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
し
じ
み
ぞ
う
す
い
ス
ー
プ
」
を
発

売
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ー
プ
は
、
福
岡
市
と
釜
山
市

が
進
め
て
い
る
経
済
交
流
活
動
「
福

岡
ー
釜
山
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ル
ト
」
構
想
か

ら
生
ま
れ
た
商
品
で
、
韓
国
の
食
品
事

情
に
く
わ
し
い
井
上
伊
三
郎
社
長
が
、

両
市
民
の
た
め
に
は
食
文
化
の
追
求
が

一
番
い
い
の
で
は
と
考
え
商
品
化
し
た

も
の
で
す
。

　
原
料
の
し
じ
み
は
、
慶
尚
南
道
河
東

郡
の
清
流
で
育
っ
た
も
の
を
使
い
、
カ

ツ
オ
エ
キ
ス
や
調
味
料
な
ど
を
加
え
て

日
本
人
に
合
う
よ
う
に
味
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
。
ス
ー
プ
は
、
ぞ
う
す
い
に
し

韓
国
で
人
気
の
し
じ
み
ス
ー
プ
を

発
売
「
井
上
商
店
」

気
に
な
る
お
店
紹
介

井上商店本社

た
り
、
そ
の
ま
ま
あ
た
た
め
て
飲
ん
で

も
お
い
し
く
味
わ
え
ま
す
。

　
井
上
社
長
は
「
今
後
は
、
ヘ
ル
シ
ー

な
も
の
、
身
体
に
い
い
も
の
テ
ー
マ

に
、
お
か
ゆ
シ
リ
ー
ズ
に
力
を
い
れ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
薬
膳
や
漢
方
を
取

り
入
れ
た
独
自
の
も
の
も
作
っ
て
い
き

た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
「
し
じ
み
ぞ

う
す
い
ス
ー
プ
」
を
味
わ
っ
て
み
て
は

い
が
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
今
後
は
韓
国
製
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
肉
の
た
れ
な
ど

も
販
売
す
る
予
定
で
す
。　

井
上
商
店
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

☎
０
８
３
８・２
２・０
８
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
８
３
８・２
５・０
８
５
２

●
萩
市
東
浜
崎
町
９
ー
１

「しじみぞうすいスープ」を
手にする井上社長

萩
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　

椿
地
区
に
総
事
業
費
約
80
億
円
を

投
入
し
整
備
を
進
め
て
き
た
「
萩
・
健

康
維
新
の
里
」
は
、
萩
市
の
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
一
大
拠
点
と
し
て
、
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。「
萩
市
民
病
院
」

と
各
種
在
宅
介
護
支
援
機
能
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
の
機

能
を
併
せ
持
つ
「
萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
」
の
２
つ
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
萩
循
環

「
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
も
運
行
を
開
始
し

ま
す
。市
内
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
循
環
し
、
新
た
な
交

通
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
国
道
１
９
１
号
拡
幅
事
業
も
動
き
出

し
、
消
防
庁
舎
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
は

　地域高規格道路「小郡萩道路」は、萩市と美
東町の約 30 ㎞を結ぶ計画路線です。このうち、
秋吉台国定公園の西側を通る美東町絵堂と真名
の間約 12.3 ㎞が整備区間に指定され、２月 21
日、起工式が行われました。
　また、昨年 12 月 24 日には、国土開発幹線
自動車道建設審議会が中国自動車道と小郡萩道
路との連結部分となる美東ＩＣの新設を決定し
ました。
　美東町絵堂と真名間の完成は、真名と中国自
動車道の連結部分約１㎞を含め７、８年後の予

山陰・山陽の架け橋

地域高規格道路
「小郡萩道路」起工式

す
で
に
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
新
郷

土
博
物
館
は
、
萩
開
府
４
０
０
年
に
あ

た
る
２
０
０
４
年
の
開
館
を
目
指
し
ま

す
。

　

ま
た
、
明
治
維
新
記
念
館
（
仮
称
）

が
萩
市
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、
早
け
れ
ば
２
０
０
５
年
の
開
館
を

目
指
し
ま
す
（
２
Ｐ
参
照
）。

　
今
後
も
大
島
海
底
送
水
を
は
じ
め
と

す
る
上
下
水
道
整
備
事
業
や
、「
萩
し
ー

ま
ー
と
」
建
設
、
見
島
ダ
ム
建
設
な
ど

の
大
型
事
業
が
続
き
ま
す
。

　
萩
の
町
は
、
21
世
紀
に
向
け
て
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

（
平
成
12
年
１
月
末
現
在　

人

口
４
万
７
０
８
２
人
、
世
帯
数

１
万
８
５
５
０
世
帯
）

解体後（２月下旬） 解体前

⇒

郷土博物館

定です。
　小郡萩道路
は、日本海側
と瀬戸内海側
を結ぶメーン
路 線 と な り、
相 互 の 連 携・
交流の促進に
貢献すること
が期待されて
おり、早期実
現が望まれま
す。



寺て
ら
そ
ま杣
尚な

お

き己
さ
ん

　

今
回
は
、来
春
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
萩
し
ー
ま
ー

と
」
の
開
設
準
備
の
た
め
、
全
国
公
募
で
採
用
さ
れ
た
寺

杣
尚
己
さ
ん
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
決
意
さ
れ
た
理
由
や
こ
れ

か
ら
の
夢
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ー
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
の
現
在
の
準
備

状
況
は
？

　
「
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
」
を

今
、
建
設
委
員
会
、
運
営
委
員
会
、
新

組
合
員
増
強
委
員
会
の
３
つ
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
段
階
で
す
。　

　
建
設
工
事
が
７
月
に
萩
市
椿
東
の
埋

め
立
て
地
で
は
じ
ま
り
、
来
年
２
月
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
全
国

公
募
も
し
て
若
い
組
合
員
を
増
や
し
て

い
き
ま
す
。

ー
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
を
ど
ん
な
施
設

に
し
た
い
で
す
か
？

　

い
つ
の
間
に
か
肉
よ
り
魚
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
変
に
流
通
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
が
、
こ
の
コ

ス
ト
を
な
く
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
い
し

い
魚
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
魚
を
高

夢 追 人 夢 追 人 

が
、
あ
の
阪
神
大
震
災
で
３
か
月
ほ
ど

で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
３
年
間
は
頑
張
っ
た
ん
で
す
が
、

病
気
に
な
っ
て
。

　
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
や
東
京
、
大
阪

で
い
ろ
ん
な
店
の
立
て
直
し
を
す
る
こ

と
を
仕
事
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
３

か
月
単
位
で
移
動
す
る
生
活
で
、
や
っ

ぱ
り
根
を
生
や
し
て
仕
事
が
し
た
い
と

思
っ
た
の
が
Ｉ
タ
ー
ン
を
決
め
た
理
由

で
す
。
ま
た
、
地
方
で
情
報
発
信
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

ー
大
阪
出
身
だ
そ
う
で
す
が
、
萩
市
に

Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
理
由
は
？

　
以
前
は
銀
行
に
勤
め
て
い
て
、
独
立

し
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
６
年
に
、
神
戸
に
１
億
を
か

け
て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
た
の
で
す

級
料
理
化
し
な
い
で
、
庶
民
の
味
と
し

て
扱
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
野

菜
な
ど
も
販
売
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
生
産
し
た
人
の
顔
が
見
え
る
食
品
販

売
を
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
観
光
客
が
１

日
遊
べ
る
施
設
を
造
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
釣
り
や
食

品
の
加
工
な
ど
が
で
き
る
、
体
験
型

の
施
設
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
て
終
わ
り
じ
ゃ
困
る
の

で
、
５
年
後
は
ど
う
し
た
い
か
先
を
見

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
32
年
、
東
京
生
ま
れ
。
昨
年
９

月
に
大
阪
か
ら
移
住
し
て
き
た
。現
在
、

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
を
運
営
す
る
「
ふ

る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
」事
務
局
長
。

　
萩
市
東
浜
崎
町
在
住
。

（12）

「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
建
設
予
定
（
埋
立
）
地

　
日
本
近
代
化
の
歩
み
を
建
築
を
通
し

て
振
り
返
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
明
治
建
築
を
つ
く
っ
た
人
び
と
ー

コ
ン
ド
ル
先
生
と
四
人
の
弟
子
」
が
１

月
に
、
第
３
回
日
本
紹
介
映
画
・
ビ
デ

オ
コ
ン
ク
ー
ル
（
日
本
映
画
海
外
普
及

協
会
な
ど
主
催
）
で
最
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

大
成
建
設
が
企
画
し
た
こ
の
映
画

は
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
１
８
７
７

年
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
建
築

家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
と
そ
の

　

昨
年
夏
の
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

世
界
映
画
芸
術
祭
「
Ｃ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
塾
」
で
製

作
さ
れ
た
映
画
「
わ
た

し
の
見
島
」
は
、
現
在

全
国
で
上
映
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
東
京
・

大
阪
で
は
映
画
館
で

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
上
映
。

県
内
で
は
、
１
月
に
山

口
市
、
２
月
に
下
関
市・

宇
部
市
・
徳
山
市
で
地

元
の
自
主
上
映
団
体
に

よ
り
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

映画「わたしの見島」
これからの上映予定

◆
群
馬
県

高
崎
映
画
祭

と　
き　
４
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時

10
分
〜

と
こ
ろ　
高
崎
市
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
コ
ア
ホ
ー
ル

※
高
崎
映
画
祭
は
、
３
月
25
日
（
土
）

〜
４
月
９
日
（
日
）
開
催
。

☎
０
２
７
３・２
６・２
２
０
６

◆
名
古
屋

と　
き　
未
定　
シ
ネ
マ
テ
ー
ク

◆
札
幌

と　
き　
未
定　
シ
ア
タ
ー
キ
ノ

赤
坂
離
宮
を
設
計
し
た
片
山
東
熊
を
描
い
た
映
画

「
明
治
建
築
を
つ
く
っ
た
人
々
」
が
最
優
秀
作
品

教
え
を
受
け
た
四
人
の
弟
子
た
ち
、

辰た
つ
の
き
ん
ご

野
金
吾
、
曾そ
ね
た
つ
ぞ
う

禰
達
蔵
、
片か
た
や
ま
と
う
く
ま

山
東
熊
、

佐さ
た
ち
し
ち
じ
ろ
う

立
七
次
郎
の
活
躍
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
１
月
に
は
、
大
成
建
設
山
口

支
店
長
が
萩
市
役
所
を
訪
れ
野
村
萩
市

長
に
映
画
の
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

●
監
督
＝
田た
な
べ
よ
し
ま
さ

部
純
正
／
16
ミ
リ
／
54
分

□
問
い
合
わ
せ　

日
本
映
画
新
社

（
０
３・３
４
４
２・７
２
５
１
）

■
片
山
東
熊　
安
政
元
〜
大
正
６
年　

寺杣尚己さん

（
１
８
５
４
〜
１
９
１
７
）

　
明
治
期
の
建
築
家
。
萩
藩
士
片
山
文

左
の
四
男
。
戊
辰
の
役
で
奥
羽
に
出

征
、
の
ち
横
浜
に
出
て
英
学
を
修
め
、

明
治
12
年
工
部
大
学
造
家
学
科
第
一
期

卒
業
。
山
口
県
出
身
者
中
最
初
の
工
学

博
士
。
工
部
省
技
師
、
営
繕
局
勤
務
を

振
出
し
に
宮
内
省
内
匠
頭
と
な
り
、
の

ち
宮
中
顧
問
官
。
赤
坂
離
宮
・
東
宮
御

所
・
日
本
赤
十
字
病
院
・
京
都
国
立
博

物
館
な
ど
代
表
的
明
治
建
築
を
設
計
し

た
。　

萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場萩製氷・冷凍冷蔵工場

「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」「萩しーまーと」
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山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り   

パ
リ
展
出
品
作
家
の
最
近
の
個
展
か
ら

三
輪
休
雪
・
三
輪
和
彦
・
兼
田
昌
尚

唐
皇
帝
か
ら
の
贈
り
物

☆
中
国
法
門
寺
地
下
宮
殿
の
秘
宝
展

４
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
７
日
（
日
）

萩　芸術・文芸の広場

上
半
期
の
企
画
展

　

中
国
で
最
初
に
仏
舎
利
を
定
居

し
た
と
さ
れ
る
古
刹
、
法
門
寺
。

１
９
８
７
年
の
寺
塔
再
建
調
査
の
際

に
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
唐
代
文
物
で

満
た
さ
れ
た
地
下
宮
殿
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
本
展
は
、
約
１
１
０
０
年
を

経
て
こ
の
世
に
よ
み
が
え
っ
た
、
法
門

寺
出
土
の
秘
宝
70
件
を
中
心
に
流
麗

典
雅
な
唐
朝
文
化
の
精
華
１
２
０
件

を
紹
介
し
ま
す
。

　
伝
統
と
革
新
ー
萩
焼
４
０
０
年
パ
リ
展

　
　

日
程
と
出
品
作
家　

決
定

　
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
を
機
に
我

が
国
で
誕
生
し
た
萩
焼
の
４
０
０
年

の
歴
史
と
、
誕
生
以
来
た
ゆ
ま
ず
継

承
さ
れ
て
き
た
伝
統
技
術
、
革
新
的

な
精
神
表
現
の
変
遷
を
た
ど
る
展
覧 萩割高台茶碗（江戸時代前期）

卒寿記念　三輪休雪展
1 〜 2 月に東京・大阪・京都・横浜の高島屋で

会
が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
萩
焼
を

ま
と
ま
っ
た
形
で
海
外
に
紹
介
す
る
の

は
初
め
て
。
国
内
で
は
25
年
ぶ
り
の
巡

回
展
と
な
り
ま
す
。 　

　
萩
焼
草
創
期
に
大
い
に
影
響
を
与
え

た
の
が
当
時
の
天
下
一
の
茶
人
古
田
織

部
で
し
た
。
織
部
と
親
交
が
深
か
っ
た

毛
利
が
発
注
し
た
萩
焼
は
、
器
形
に
い

び
つ
さ
を
求
め
た
彼
の
ス
タ
イ
ル
に
な

り
ま
し
た
。
以
来
、現
在
に
至
る
ま
で
、

織
部
好
み
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
萩
焼
に

は
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。 　

　
そ
の
多
様
な
造
形
を
茶
の
湯
、花
器
、

置
物
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
使
用
目
的
に
応
じ

て
三
つ
に
大
別
し
、
全
容
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い
古
萩

茶
碗
は
も
ち
ろ
ん
、
水
指
や
花
入
な

ど
茶
道
具
、
大
型
の
花
器
・
壺
や
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
表
情
の
置
物
や
現
代
オ
ブ

ジ
ェ
な
ど
約
１
３
０
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

　
11
月
に
お
知
ら
せ
し
た
「
萩
焼
４
０
０
年
パ
リ
展
」
は
今
秋
の
10
月
17
日
か

ら
12
月
９
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
帰
国
展
を
東
京
・
京
都
・
福
岡
・
山
口
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

8 代三輪雪山（＊）  9 代坂高麗左衛門（＊）
三輪休和（＊）　　三輪休雪　　11 代坂高麗左衛門（＊）
吉賀大眉（＊）　　野坂康起　　三輪龍作
波多野善蔵　　　　吉賀将夫　　岡田　裕
三輪栄造（＊）　　中村真一　　坂高麗左衛門
金子信彦　　　　　三輪和彦　　兼田昌尚

（敬称略、生年順、＊は故人）

近現代の出品作家　　（萩市関係のみ）

東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵

☆
近
代
の
名
作

５
月
13
日
（
土
）
〜
６
月
18
日
（
日
）

青
磁
と
白
磁
を
中
心
に

☆
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
わ
た
っ
た
焼
き
も
の

６
月
24
日
（
土
）
〜
７
月
23
日
（
日
）

☆
六
大
浮
世
絵
師
名
品
展

７
月
29
日
（
土
）
〜
９
月
３
日
（
日
）

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
は
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）
に
開
館
し
た
わ
が
国
最

初
の
国
立
美
術
館
で
、
収
蔵
品
の
中
か

ら
、
と
く
に
黒
田
清
輝
、
岸
田
劉
生
、

菱
田
春
草
、
土
田
麦
僊
な
ど
、
明
治
中

期
か
ら
昭
和
40
年
代
ま
で
の
近
代
日
本

美
術
の
名
作
約
80
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
土
の
「
東
南
ア
ジ
ア

流
通
の
焼
き
も
の
」
に
焦
点
を
あ
て
た

本
展
で
は
、
唐
代
末
期
か
ら
清
代
ま
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
・
各
窯
の
中
国
陶

磁
と
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
各
地
域
生
産
の
陶
磁
を
紹
介

し
ま
す
。

　
数
多
の
浮
世
絵
師
の
中
で
際
だ
っ
た

光
彩
を
放
つ
、鈴
木
春
信
、鳥
居
清
長
、

喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、
葛
飾
北

斎
、
歌
川
広
重
の
六
人
を
、
誰
が
い
う

ま
で
も
な
く
「
六
大
浮
世
絵
師
」
と
称

賛
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
し

く
、
こ
の
六
人
に
よ
っ
て
絢
爛
た
る
浮

世
絵
の
黄
金
期
が
築
か
れ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
本
展
で
は
平
木
浮
世
絵

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
六
人

の
代
表
作
、
重
要
美
術
品
39
点
を
含
む

１
２
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

三輪和彦の茶室「黎ー REI ー」
今年の 12 月まで萩美術館の特別展示室

WORK2000 兼田昌尚展
1 月に日本橋三越で

銀
鍍
金
提
梁
脚
付
籠

喜
多
川
歌
麿
「
高
名
三
美
人
」
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■
名
作
劇
場　
戸
塚
き
く
物
語
「
大
輪
」

　

萩
出
身
で
、
戸
塚
刺
し
ゅ
う
協
会

の
創
設
者
戸
塚
き
く
の
一
生
を
描
い

た
舞
台
が
公
演
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

３
月
９
日
（
木
）
〜
20
日

（
祝
）

と
こ
ろ　
東
京
都
豊
島
区
池
袋　
東
京

芸
術
劇

料　
金　
Ａ
席
（
１
階
）
＝
７
５
０
０

円
、
Ｂ
席
（
２
階
）
＝
６
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
「
大
輪
」
事
務
局

（
０
３・５
２
２
８・７
０
３
５
）

■
萩
焼
作
家
の
展
覧
会

◇
器
展

　

萩
焼
作
家
・
小
田
光
治
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

３
月
10
日
（
金
）
〜
20
日

（
祝
）

と
こ
ろ　
千
葉
市
中
央
区　

陶
芸
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ろ
く
ろ

◇
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

　
萩
焼
作
家・吉
賀
将
夫
、
田
中
秀
男
、

松
野
龍
司
、
中
村
真
一
、
田
中
真
一

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

３
月
26
日
（
日
）
〜
４
月

４
日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園　
東

京
都
美
術
館

◇
岡
田
裕
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
19
日（
水
）〜
24
日（
月
）

と
こ
ろ　
川
越
市　
川
越
マ
ル
ヒ
ロ
百
貨

店◇
納
富
晋
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
納
富
晋
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
９
日（
火
）〜
15
日（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　
日
本
橋
三
越

◇
三
輪
龍
作　
茶
碗
・
個
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
龍
作
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
30
日
（
火
）
〜
６
月
４

日
（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　

日
本
橋
三

越

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
西
地
区
ー

　
ー
中
国
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー

　
ー
萩
市
関
係
ー

　
ー
関
東
地
区
ー

■
萩
焼
作
家
の
展
覧
会

◇
上
越
大
和
開
店
25
周
年
記
念
特
別
企
画

　
萩
焼　
十
二
代
坂
高
麗
左
衛
門
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
４
月
13
日（
木
）〜
18
日（
火
）

と
こ
ろ　
上
越
市　
上
越
大
和

◇
萩　
12
代
坂
高
麗
左
衛
門
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
24
日（
水
）〜
30
日（
火
）

と
こ
ろ　
新
潟
市　
新
潟
三
越

■
萩
焼
作
家
の
展
覧
会

◇
坂
高
麗
左
衛
門
展

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
11
日（
木
）〜
16
日（
火
）

と
こ
ろ　
名
古
屋
市　
名
古
屋
高
島
屋

■
大
阪
指
月
会

　
大
阪
指
月
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
４
月
23
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
芝
田
２
丁
目　

大
阪
弥
生
会
館

■
萩
焼
作
家
の
展
覧
会

◇
山
陽
・
山
陰
路
の
現
代
陶
芸
展
IV

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
龍
作
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
26
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
東
広
島
市　
東
広
島
市
立
美
術

館■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
守
繁
徹
展

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
徹
の
作
品
が
展
示

　
ー
信
越
地
区
ー

　
ー
東
海
地
区
ー

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
８
日（
水
）〜
14
日（
火
）

と
こ
ろ　
宇
部
市　
宇
部
井
筒
屋

◇
徳
山
ア
ー
ト
ナ
ウ

　
萩
焼
作
家
・
松
野
龍
司
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
３
月
17
日（
金
）〜
26
日（
日
）

と
こ
ろ　
徳
山
市　
徳
山
美
術
博
物
館

◇
濱
中
月
村　
重
さ
な
る
造
形
器
展

　
萩
焼
作
家
・
濱
中
月
村
の
作
品
を
使

用
し
た
お
食
事
会
、
お
茶
と
お
菓
子
の

会
を
行
い
ま
す
。

お
食
事
会

と　
き　
４
月
15
日（
土
）〜
17
日（
月
）

午
後
０
時
30
分
〜
、
午
後
６
時
30
分
〜

会　
費　
１
万
３
０
０
０
円

お
茶
と
お
菓
子
の
会

と　
き　
４
月
19
日（
水
）〜
23
日（
日
）

午
前
11
時
30
分
〜
、午
後
１
時
30
分
〜
、

午
後
３
時
30
分
〜

会　
費　
１
７
０
０
円

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
下
松
市
山
田

３
１
５
ー
２
（
久
保
団
地
入
口
）
中
村
マ

リ
宅

※
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る
予
約
制
。

申
し
込
み　
０
８
３
３・４
６・２
２
３
７

◇
山
口
日
展
会

　
萩
焼
作
家・吉
賀
将
夫
、
松
野
龍
司
、

中
村
真
一
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
３
日（
祝
）〜
９
日（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市　
下
関
大
丸

◇
日
本
工
芸
会
山
口
県
支
部
新
作
展

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
休
雪
、
波
多
野
善

蔵
、
厚
東
建
信
、
岡
田
裕
、
野
坂
康
起
、

兼
田
三
左
衛
門
、
松
村
拓
夫
、
坂
高
麗

左
衛
門
、
納
冨
晋
、
兼
田
佳
炎
、
玉
村

登
陽
、
止
原
伸
郎
、
山
影
陶
道
、
野
坂

和
左
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
25
日
（
木
）
〜
６
月
４

日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市　
山
口
県
立
美
術
館

■
萩
工
業
高
等
学
校
第
35
回
か
ら
た
ち

会
総
会

　
第
35
回
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
当

日
の
飛
び
入
り
も
歓
迎
し
ま
す
。

と　

き　
５
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
萩
工
業
高
等
学
校
体
育
館

■
ロ
マ
ン
・
ド
ー
ル
展

　
益
田
市
出
身
の
人
形
作
家
・
大
賀
良

恵
の
ロ
マ
ン・ド
ー
ル
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
13
日（
土
）〜
21
日（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

長
屋
門
コ
ー

ヒ
ー
カ
フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

草
莽

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
金
子
司
展

　
萩
焼
作
家
・
金
子
司
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
２
日（
火
）〜
７
日（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
土
原　

長
屋
門
コ
ー

ヒ
ー
カ
フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

草
莽
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■「高杉晋作」池宮彰一郎著・講談社
　「四十七人の刺客」によって忠臣蔵の定説・通説を覆した著
者による晋作を主役に据えた長編小説。上海から日本に帰って
から 28 歳で生涯を閉じるまでの５年間を一片の詩魂とともに
活写する。作品中盤の四国艦隊下関砲撃事件の講和条約締結の
くだりでは晋作の深謀遠慮ぶりが余すところなく描かれる。
定価　単行本（上・下各）1456 円、文庫本（上・下各）486
円
■「大村益次郎史料」内田伸編著・マツノ書店
　「花神」の主人公として知られる大村益次郎の覚書や書き付
けなど約 400 点をまとめた書籍。倒幕に備えた幕末の武器調
達に関しての貴重な史料。
定価　12000 円
問い合わせ　マツノ書店（0834・21・2195）
■「江戸のナポレオン伝説」岩下哲典著・中公新書
　「鎖国」の厚い壁に阻まれた幕末期に、ナポレオンの事績に
関心を持ち日本に紹介した小関三英。死してもなお、彼が開い
た西洋偉人研究は兵法研究に受け継がれる一方、幕末の志士た
ちの精神的な糧となった。

書　籍　紹　介
定価 700 円
■「わたしの見島採録シナリオ」ＨＡＧＩ世界映画芸術祭
　日本各地で公開されている、第５回ＨＡＧＩ世界映画芸術
祭ＣＩＮＥＭＡ塾が製作したドキュメンタリー映画「わたし
の見島」の採録シナリオ。
定価　1000 円
問い合わせ　ＨＡＧＩ世界映画芸術祭実行委員会事務局

（0828・26・6872）
■「きらめき山口Ｑ＆Ａ」山口県
　県内の自然や風土、重点施策を紹介する冊子。１問１答
形式で名所、文化財、名産、県出身の有名人を紹介。県庁
の県刊行物センターで販売。
定価　2000 円
■「ＹＡＧＡＹ」ＦＭ山口
　キャンプ場やドライブコースなど県内のアウトドアス
ポットを紹介したガイドブック。県内の書店・コンビニエ
ンスストアで発売中。
定価　500 円

　
兼
常
清
佐
は
、
日
本
の
す
ぐ
れ
た
音

楽
美
学
者
で
す
。
神
秘
な
こ
と
、
不
合

理
な
こ
と
、
曖
昧
な
こ
と
を
極
度
に
き

ら
い
、
常
に
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
調
子
で

日
本
文
化
を
批
判
す
る
長
短
と
り
ど
り

の
文
章
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

岩波文庫

萩
出
身
の
音
楽
評
論
家
・
兼か

ね
つ
ね常

清き
よ
す
け佐

の
随
想
集

　
　
　
　
　
　
岩
波
文
庫
「
音
楽
と
生
活
」

萩
出
身
の
起
業
家
・
藤
田
伝で

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
初
の
本
格
的
評
伝

　
　
　
　
「
藤
田
伝
三
郎
の
雄
渾
な
る
生
涯
」

兼
常
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
敬
愛
の
念

を
抱
く
編
者
・
杉
本
秀
太
郎
が
、
49
篇

を
精
選・編
集
し
て
一
本
と
し
ま
し
た
。

兼
常
清
佐
の
提
起
し
た
問
題
は
、
今
な

お
鋭
く
新
し
い
。

■
兼
常
清
佐
随
想
集
「
音
楽
と
生
活
」

岩
波
文
庫　
定
価
７
０
０
円

■
兼
常
清
佐　
明
治
18
年
〜
昭
和
32
年

（
１
８
８
５
〜
１
９
５
７
）

　

大
正
・
昭
和
初
期
の
音
楽
評
論
家
。

兼
常
吉
勝
の
長
男
、
土
原
に
出
生
。
小

学
時
代
既
に
作
歌
は
和
歌
雑
誌
の
高
点

の
部
に
載
せ
ら
れ
、
中
学
時
代
も
幅
広

く
読
書
し
向
学
心
に
燃
え
た
秀
才
。
山

口
高
校
で
は
英
独
語
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
、

ヘ
ブ
ラ
イ
と
古
典
を
あ
さ
り
、
英
語
や

独
語
で
立
派
な
答
案
を
書
き
教
師
を
驚

か
す
。
京
大
で
音
楽
心
理
学
専
攻
、
文

学
博
士
。ピ
ア
ニ
ス
ト
無
用
論
で
有
名
。

　
藤
田
伝
三
郎
は
「
明
治
財
界
の
風
雲

児
」「
関
西
実
業
界
の
大
立
物
」
と
い

わ
れ
、
明
治
45
年
に
72
歳
で
他
界
し
た

時
点
で
、「
日
本
で
五
指
に
入
る
大
富

豪
」
だ
っ
た
。
彼
は
、
明
治
維
新
と
い

う
未
曽
有
の
歴
史
の
大
転
換
点
を
踏
み

台
に
、
一
代
で
財
を
な
し
た
歴
史
的
人

物
の
一
人
で
あ
る
。

■
藤
田
伝
三
郎　
（
１
８
４
１
〜

１
９
１
２
）

　
萩
城
下
南
片
河
町
で
造
り
酒
屋
を
営

ん
で
い
た
伝
三
郎
は
、
28
歳
だ
っ
た
明

治
２
年
に
大
阪
に
出
、
日
本
で
初
め
て

革
靴
の
製
造
に
成
功
し
、
兵
部
省
や
大

阪
府
に
軍
靴
そ
の
他
を
納
め
る
用
達
業

と
、
橋
や
鉄
道
、
工
場
な
ど
の
建
設
工

事
の
請
負
業
を
始
め
た
。

　
主
な
事
業
は
、
大
阪
ー
京
都
間
の
鉄

道
、
天
神
橋
ほ
か
大
阪
の
五
大
橋
、
佐

世
保
や
呉
の
軍
港
な
ど
の
巨
大
工
事
の

施
工
、
大
阪
紡
績
（
東
洋
紡
）、
純
私

鉄
と
し
て
日
本
初
の
阪
堺
鉄
道
（
南
海

電
鉄
）、
神
戸
ー
下
関
間
の
山
陽
鉄
道
、

大
倉
組
と
の
合
併
に
よ
る
日
本
土
木
会

社　
（
大
成
建
設
）、大
阪
毎
日
新
聞（
毎

日
新
聞
）、
北
浜
銀
行
（
三
和
銀
行
）、

汽
車
製
造
（
川
崎
重
工
）、
宇
治
川
電

気　
（
関
西
電
力
）
の
設
立
や
経
営
な

ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
関
西
財
界
の
世
話

役
だ
っ
た
こ
と
で
、
大
阪
商
法　
（
商

工
）
会
議
所
を
創
立
し
て
頭
取
な
ど
を

務
め
、
現
大
阪
市
立
大
学
の
前
身
に
当

た
る
大
阪
商
業
講
習
所
の
創
立
に
ま
で

関
与
し
た
。

■
砂
川
幸
雄
著
「
藤
田
伝
三
郎
の
雄
渾

な
る
生
涯
」
草
思
社　

定
価
２
０
０
０

円



　
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
12
月
14
日
、
吉
田
松
陰
は
通
行
手
形

の
交
付
を
待
た
ず
に
、
江
戸
藩
邸
よ
り
亡
命
し
て
、
東
北
遊
歴
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。
時
に
松
陰
22
才
、
初
め
て
江
戸
に
遊
学
し
て

８
か
月
余
り
後
の
こ
と
で
し
た
。
松
陰
が
通
行
手
形
の
交
付
を
待

た
ず
に
旅
立
っ
た
の
は
、
盟
友
宮
部
鼎て

い
ぞ
う蔵
（
熊
本
藩
士
）
と
江

え
ば
た　

五
郎（
盛
岡
藩
士
）と
の
約
束
と
友
誼
を
優
先
、重
ん
じ
た
た
め
で
、

東
北
旅
行
か
ら
帰
着
後
、
松
陰
は
亡
命
の
罪
に
よ
り
士
籍
と
家
禄

を
奪
わ
れ
、
一
介
の
浪
人
の
身
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
ま
さ
に
松

陰
に
と
っ
て
、
後
の
人
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟

を
持
っ
た
旅
立
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
さ
て
同
月
24
日
、
松
陰
は
水
戸
で
宮
部
・
江　
の
２
人
と
落
ち

合
い
、
翌
嘉
永
５
年
１
月
28
日
、
奥
州
白
河
で
江　
と
別
れ
、
宮

部
と
共
に
会
津
へ
の
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。
会
津
城
下
が
一
望
で

き
る
勢せ

い
し至
堂ど

う
峠
で
陰
は
会
津
盆
地
の
広
大
さ
に
、
会
津
藩
は
公
称

以
上
の
石
高
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
感
想
を
漏
ら
し
て
い

ま
す（
会
津
藩
の
石
高
は
23
万
石
で
す
が
、松
陰
は「
東
北
遊
日
記
」

で
18
万
石
と
記
し
て
い
ま
す
）。

　

会
津
で
の
初
日
、
ま
ず
松
陰
は
斎
藤
新
太
郎
（
剣
客
斎
藤
弥

萩ネットワーク　2000 年３月　32 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

松陰肖像の入った説明板（写真２）

会 津 と 萩 の 交 流 史
（ ７ ）

〜吉田松陰の会津訪問〜

（16）

日
に
は
黒
河
内
の
案
内
に
よ
っ
て
会
津
藩
校
日
新
館
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
会
津
か
ら
新
潟
に
至
っ
た
松
陰
は
、
当
地
で
萩
の
父
杉
百
合
之

助
・
叔
父
玉
木
文
之
進
・
兄
杉
梅
太
郎
に
あ
て
て
書
状
を
し
た
た

め
ま
し
た
。
そ
の
書
状
に
は
、
会
津
で
志
賀
与
三
兵
衛
・
黒
河
内

伝
五
郎
・
原
貢み

つ
ぐに
面
会
し
、
彼
ら
は
皆
元
気
で
あ
っ
た
と
記
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
会
津
藩
主
松
平
容か

た
た
か敬
が
病
気
の
た
め
、

年
賀
状
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
、
岡
部
半
蔵
や
小
幡
与よ

そ
う惣
ら
へ
よ

ろ
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
志
賀
の
伝
言
を
書
き
添
え
て
い

ま
す
。
志
賀
の
嫡
子
小
太
郎
・
黒
河
内
・
原
は
、
弘
化
元
年
か
ら

１
年
余
り
の
萩
滞
在
中
に
、岡
部
や
小
幡
ら
と
槍
術
の
稽
古
を
行
っ

た
仲
で
、
以
後
お
互
い
に
、
年
賀
状
の
や
り
取
り
に
よ
る
交
情
が

続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
東
北
旅
行
の
帰
路
、
嘉
永
５
年
３
月
28
日
に
も
、
松
陰
は
再
び

会
津
に
立
ち
寄
り
１
泊
し
、
井
深
・
志
賀
・
黒
河
内
・
高
津
と
再

会
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
北
旅
行
の
途
次
、
松
陰
は
２
度

も
会
津
を
訪
れ
た
の
で
し
た
。
会
津
は
、
松
陰
の
家
学
山
鹿
流
兵

学
の
祖
、
山
鹿
素
行
の
誕
生
の
地
（
写
真
１
）
で
も
あ
り
、
松
陰

と
し
て
は
是
非
と
も
訪
ね
た
か
っ
た
地
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
松
陰
が
会
津
滞
在
中
に
宿
泊
し
た
と
い
わ
れ
る
会
津
の
七
日

町
に
は
、
松
陰
の
肖
像
の
入
っ
た
説
明
板
（
写
真
２
）
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

九
郎
の
長
男
、
萩
藩
の
剣
術
指
南
で
松
陰
の
兵
学
門
下
）
か
ら
紹

介
を
受
け
た
井い

ぶ
か
く
ら
ん
ど

深
蔵
人
を
訪
ね
ま
し
た
。
井
深
は
、
弘
化
２
年

（
１
８
４
５
）
６
月
、
萩
藩
士
馬ま

　
き
　
か
つ
ひ
ら

来
勝
平
が
会
津
を
訪
れ
た
際
に
、

剣
術
の
稽
古
を
し
た
人
物
で
す
が
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
お
り
、

孫
の
茂
松
に
会
っ
て
い
ま
す
。
松
陰
は
会
津
滞
在
中
、
茂
松
に
た

い
へ
ん
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
彼
に
漢
詩
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
松
陰
は
志
賀
与よ

さ

べ

え

三
兵
衛
と
黒
河
内
伝
五
郎
を
訪
れ
ま
し

た
。
志
賀
の
嫡
子
小
太
郎
と
黒
河
内
は
、
弘
化
元
年
４
月
か
ら
約

１
年
余
り
萩
に
滞
在
し
、
藩
校
明
倫
館
で
萩
藩
士
に
槍
術
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
当
時
15
才
で
あ
っ
た
松
陰
は
、
す
で
に
明
倫
館

で
兵
学
を
講
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
の
稽
古
振
り
を
見
学
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
松
陰
は
、
旧
知
の
２
人
に
萩
で
の

お
礼
を
言
い
、
他
の
会
津
藩
士
と
面
会
す
る
た
め
仲
介
の
労
を
請

い
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
松
陰
が
会
津
を
訪

れ
た
１
年
余
り
前
に
、
小
太
郎
は
急
逝
し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら

松
陰
は
彼
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
、
志
賀

と
黒
河
内
は
不
在
で
し
た
が
、
明
く
る
日
に
は
、
志
賀
・
黒
河
内

は
井
深
茂
松
を
伴
っ
て
、
松
陰
の
宿
所
を
来
訪
し
て
い
ま
す
。

　
兵
学
者
と
し
て
松
陰
が
抱
い
た
対
外
的
な
危
機
意
識
が
、
こ
の

度
の
東
北
旅
行
を
決
行
せ
し
め
た
の
で
し
ょ
う
。
会
津
城
下
に
７

泊
８
日
の
間
に
、
松
陰
は
会
津
藩
の
儒
学
者
高
津
平
蔵
あ
る
い
は

軍
事
奉
行
の
広
川
勝
助
な
ど
に
会
い
、
主
に
会
津
藩
の
軍
事
制
度

や
北
方
防
備
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

者
と
し
て
松
陰
は
会
津
藩
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
も
尋
ね
、
最
終

　この春で閉校となる萩女子短期大学陶芸
コースの卒業制作展が、萩市呉服町のギャ
ラリー彩陶庵で開かれました。
　会場には陶芸コース９人と卒業生１人の
計 10 人が、一年かけて制作した作品 23
点が展示されました。
　同短大は、昨年４月に開学した萩国際大
学に改組したため、３月で閉校となります。
1992 年に始まったこの卒業制作展も、今
年で幕を閉じました。

Ｔｏｐｉｃｓ
萩女子短期大学
　　　　最後の卒業制作展

個性豊かな作品が並んだ卒業制作展

山
鹿
素
行
誕
生
地
石
碑
（
写
真
１
）
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